
１ はじめに 
  今年は、全県的に低温、多雨の傾向にあり、

芽切ったしいたけが生長しづらい天候下にあ

ります。 

  しかし、春子の発生期は大部分が桜が満開に

なる頃にピークを迎えることが多いため、今後

の天気予報に注意して栽培管理を行ってくださ

い。 

 

２ この春の気温と降水量 

 昨年と今年の盛岡市と宮古市の気温・降水量は

以下の通りで、気温が低く降水量が多くなって

います。 
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表―内陸部と沿岸部の栽培ポイント

３ 現在の市況 
  九州の作柄を見ると、良いどんこが少ないよう

です。このため色の明るい、丸いどんこが人気と

なる可能性があります。スライスは、品質の良い

ものが高値ですので断面が白くかつ広いものを

生産するよう心がけてください。 

４ 生産のポイント 
（１） 被覆資材の活用による保温 

  芽切ったしいたけが、寒さで生長が遅れること

もあり、また、多湿のため黒く変色することがあ

ります。保温や雨よけのため、ビニールなどの被

覆資材を活用して、生長を促し変色を防止する必

要があります。なお、暖かさが戻ったらすぐに被

覆をはぎます。 

（２） 散水 

  低温･多雨の天候下では散水は不要ですが、今後

発生後に乾燥した天候になった場合には、午前中

に散水を行い、日中はほだ場の温度を高めて生長

を促進させるようにします。 

５ 主要生産県の状況 
  大分県や宮崎県では、昨年比約９０％と言われ

ており、平年作からやや不作の模様です。 

  静岡県では、平年作からやや豊作の様子で、ど

んこ系も多く品質が良い状況です。 

  なお、以上３県とも春子の収穫はほぼ終了した

ようです。 

春子生産上の留意点（Ⅰ） 

地域 発生の様子 栽培管理上のポイント 

内陸部 ・寒さのため生長が遅く、芽切

りはじめた状態である。 

沿岸部 ・南部では採取が始まったが、

低温のため生長が止まり色が

黒くなっているものが多い。 

・ 前日の予報に注意し、気温が低くなるようであ

れば、露地栽培の場合には、ビニールなどの被覆

資材（無ければダイオネット等）でほだ木を保温

する。 

 

・ 人工ほだ場の場合、天気が良くない場合には気温

の上昇が遅いことから、ビニールで内張りをして 

保温に努める。強風が無い場合には雨除け資材を

展開して冷気の進入を防止する。 

 

・ 芽切ったしいたけに１つずつ袋がけする。 

 

注）いずれの場合も、気温の上昇が予想される場合、

資材を除去しなければ、品質の低下を招く。 

６ その他 乾燥用の灯油が高騰してますので、採取前には防風ネットのすそをあげて通風

を良くし、きのこの水分を少なくしてから採取・乾燥するなど、燃料節減に努め

てください。発生ピークのおよその目安は、一般に桜が咲き出してから約７日後

の満開時です。 

    表－盛岡市と宮古市の気象 
盛岡市 宮古市  

気温

（℃） 

降水量

（mm） 

気温

（℃） 

降水量

（mm）

17．４上 6.9 12.0 8.6 3.5 

４中 7.5 18.0 7.2 12.5

４下 11.2 37.0 12.0 8.0 

18．４上 3.1 49.5 3.2 46.0


